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事 業 の 目 的  
 
 

・ 兵庫県北部の広域高速交通ネットワークの形成 

・ 道路の機能分化による交通混雑の緩和・交通安全の確保 

・ 丹波
た ん ば

市・但馬
た じ ま

地域の産業・経済の活性化、生活利便性の向上 

国道 483 号北近畿豊岡自動車道は、兵庫県豊岡市を起点として兵

庫県丹波市に至る総延長約 70ｋｍの高規格幹線道路で、鳥取豊岡宮

津自動車道、播但連絡道路及び近畿自動車道敦賀線と接続し、兵庫

県北部地域の広域高速交通ネットワークを形成する路線です。 

兵庫県北部の丹波市・但馬地域は、公共交通機関が脆弱であるため、

日常生活は主に自動車を利用しており、朝夕の通勤通学時の交通渋

滞、交通事故などが地域の課題となっています。また、幹線道路網

の整備が遅れているため、地域経済の発展、地域の活性化、緊急医

療ネットワークなどが課題となっています。 

春日和田山道路Ⅰは、北近畿豊岡自動車道の一部として兵庫県

丹 波 市 青 垣 町
たんばしあおがきちょう

から丹波市春日町
たんばしかすがちょう

に計画された自動車専用道路

で、近畿自動車道敦賀線に接続し、阪神都市圏、播磨地域等との広

域高速ネットワークを形成し、交通混雑の緩和・交通安全の確保、

産業・経済活動の発展を支援すると共に生活利便性の向上と、豊か

な観光資源を生かした地域の活性化を図ることを目的に計画された

延長 24.4kmの一般国道の自動車専用道路です。 
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◆北近畿自動車道 春日和田山道路Ⅰ 位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※但馬地域：豊岡市、養父市、城崎町、竹野町、香住町、日高町、出石町、但東町、

村岡町、浜坂町、美方町、温泉町、生野町、和田山町、山東町、朝来町 
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計 画 の 概 要 
 

・ 起 終 点  起点）兵庫県丹 波 市 青 垣 町 遠 阪
たんばしあおがきちょうとおざか

 

終点）兵庫県丹波市春日町野村
たんばしかすがちょうのむら

 

・ 計 画 延 長  Ｌ＝２４．４ｋｍ 

・ 幅 員  Ｗ＝２２．０ｍ 

・ 構 造 規 格  第１種第３級 

・ 設 計 速 度  ８０ｋｍ／ｈ  

・ 車 線 数  ４車線 

・ 全体事業費  約１,８００億円 

◆計画図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆標準断面図 
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事 業 の 経 緯 及 び 進 捗 
１．事業の経緯 

事 業 化  平成２年度 
用 地 着 手  平成４年度 
工 事 着 手  平成８年度 

２．事業の進捗 

事業 進 捗率 ：６４％（平成１５年度末現在） 
用地 取 得率 ：９９％（面積ベース、平成１５年度末現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－１ 平松

 

写真－２

地区 写
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写真－１
真－２ 平野高架橋 



３．関係機関との調整 

平成２年度に事業化し、平成４年度から用地着手しましたが、一部の

地権者の同意が得られず用地交渉が難航し、平成１６年１２月に土地

収用法に基づく裁決申請を行い、手続きを進めています。また、全線

にわたる広範囲の埋蔵文化財発掘調査を実施しながら事業を進めてい

ます。 

工事は平成８年度より着手し、供用を平成１８年秋の兵庫国体に合わ

せるべく、氷上 IC から春日 JCT･IC については平成１７年４月、遠阪

トンネル有料道路から氷上ICについては平成１８年の供用を目指して

事業を進めています。 
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事 業 を 取 り 巻 く 社 会 状 況 
１．社会的背景 

（１）沿線地域の人口の推移 

＜人口の伸び率＞

1.02 1.01 1.02 1.03 1.04 1.04

0.99 0.98 0.98 0.97 0.96

1.011.00
1.00

0.98
0.991.001.01

0.99

0.94

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

平成２年 平成４年 平成６年 平成８年 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年

人
口
の
伸
び

兵庫県

丹波市

但馬地域

(%)

丹波市の人口は、平成１６年現在、約７．３万人で近年減少して

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査

（２）沿線地域の自動車保有台数の推移 

丹波市、但馬地域の自動車保有台数は年々増加しており、自動車

への依存度が高いことを示しています。 

＜自動車保有台数の伸び率＞

1.00

1.07

1.12

1.19

1.23
1.24

1.26

1.00

1.04

1.08

1.13
1.15 1.15

1.17

1.00

1.05

1.10

1.15

1.19
1.20

1.22

1.00

1.10

1.20

1.30

平成２年 平成４年 平成６年 平成８年 平成10年 平成12年 平成14年

兵庫県

丹波市

但馬地域

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：兵庫県統計書
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（３）沿線地域周辺の交通手段分担 

丹波市、但馬地域の通勤・通学時の利用交通手段分担率を見る

と、自動車の分担率が約７割を占め、兵庫県計と比較して高い値

を示しています。 

6%2% 68% 22% 2%

11% 0% 69% 18% 2%

35% 3% 36% 25% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

兵庫県計

丹波市

但馬地域

＜通勤・通学時の利用交通手段＞

鉄道 バス 自動車 二輪 徒歩

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：平成 12年度国勢調査（15歳以上を対象）

（４）地域間自動車交通流動 

丹波市に関連する交通のうち、市内外交通については、播磨・阪

神地域との結びつきが強い状況にあります。 
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　内　々

　内　外

　通　過

単位　千台/日

　　丹波市の自動車交通流動

凡　　例

出典：Ｈ１１道路交通センサスＯＤ 

　内　々

　内　外

　通　過

単位　千台/日

　　丹波市の自動車交通流動

凡　　例

出典：Ｈ１１道路交通センサスＯＤ 
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しかし、兵庫県北部に位置する丹波市・但馬地域から兵庫県庁ま

では、丹波市で約２時間、但馬地域で約３時間以上を要します。 

【兵庫県庁からの 120 分圏】 

：現況の 120 分圏域 
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（５）沿線地域における観光の状況 

平成14年の観光入込客数は、但馬地域は1000万人と平成２年の約

1.1倍、また丹波市は200万人と横ばい傾向にあります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

＜観光入込客数＞
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主要観光地の入込客数(H14年度)

城崎温泉 

丹波布伝承館 
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丹波市・但馬地域には、豊富な観光資源（温泉地、スキー場、ゴル

フ場、海水浴場など）があり、四季を通じて、大阪府・兵庫県からの

観光客が約６割と多いほか、観光客の約７割強がバス及び自家用車で

訪れています。 
 

◆観光客の動向 

 
＜出発地＞  

 

但馬
4%

兵庫
37%

大阪
25%

京都
10%

中国四国
7%
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＜交通手段＞  
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出典：観光客動向調査（但馬観光連盟）



２．現道の交通状況 

（１）沿線地域の交通状況 

丹波市・但馬地域は、幹線道路の整備が遅れており、近年の自動

車交通の増加により、随所で交通渋滞が発生しています。 
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写－１ 国道９号の渋滞状況 
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（２）事故の発生状況 

丹波市周辺における国道９号、国道175号、国道427号、県道

青 垣 柏 原
あおがきかいばら

線では、交通事故が多い状況にあります。 
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（３）災害時の状況 

平成16年10月20日の台風23号上陸によって、阪神地域と但馬地域 

を結ぶ国道９号、国道175号、国道427号、県道青 垣
あおがき

柏 原
かいばら

線にお 

いても法面崩壊、路面冠水等により通行止めなどの通行規制が行わ

れました。 

国道９号京都府天田郡
あまたぐん

夜久野町
やくのちょう

では、法面崩壊により一時全面

通行止めになり、その後６日間に渡り片側交互通行になるなど、

但馬地域と京阪神、播磨地域の地域間の交通が寸断されました。 

 
◆台風 23 号による道路被害及び通行規制状況 

路肩崩壊 

写－３ 一般国道４２６号 

 
 
 
 
 
 
 

路肩崩壊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

崩土  
 

写－２ 一般国道４２７号 

 
 
 
 
 
 
 

 

 写－３ 

欠壊 

崩土 

写－１ 一般国道９号 

 写－１ 

 写－２ 

崩土・冠水
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３．周辺の事業等 

（１）工業団地の造成 

北近畿豊岡自動車道が整備されることによる丹波市・但馬地域の

地理的条件の向上を見込んで、兵庫県が工業団地を造成し、企業

の誘致を進めています。 
 

◆工業団地一覧表・立地位置 
工業団地名 所在地 整備状況 面積 立地企業 

氷上工業団地 丹波市氷上町 造成済・分譲中 19.1ha 9 社 

青垣工業団地 丹波市青垣町 造成済・分譲中 8.6ha 4 社 

和田山工業団地 朝来郡和田山町 造成済・分譲済 19.6ha 9 社 

三方東部工業団地 城崎郡日高町 一部造成済・分譲中 2.8ha 1 社 

豊岡中核工業団地 豊岡市神美台 造成済・分譲中 46.8ha 25 社 

 
 
 
 
 
 
 
 

青垣工業団地 

 
 
 
 
 
 
 

氷上工業団地 

 
 
 
 
 
 

 
出典：２００３ひょうご産業団地パンフレット（兵庫県） 
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４．地域における計画 

春日和田山道路Ⅰは、下記の計画に位置づけられています。 

（１）近畿圏基本整備計画（第５次） 

丹後・但馬から阿波、土佐にかけて、諸機能の充実とそれぞれの

連携の強化によって地域の活性化、日本海から太平洋にかけての

様々な交流の活発化を図りＴ・ＴＡＴ（丹後・但馬、阿波、土佐）

連携軸を形成する道路として北近畿豊岡自動車道が位置づけられ

ています。 

（平成１２年３月策定） 

（２）２１世紀兵庫長期ビジョン－美しい兵庫２１－ 

舞鶴自動車道等を経由して丹波・但馬地域と阪神都市圏との連結

を強化するとともに、丹波・但馬地域の産業・経済の発展を支え

る基幹交通網を拡充する一路線として位置づけられています。 

（平成１３年２月策定） 

（３）氷上郡第四次広域市町村圏計画 

「多自然居住スタイルの創造と発信」を基本理念として、圏域の

交流を支える交通・情報基盤づくりの実現に向けて北近畿豊岡自

動車道の整備促進が位置づけられています。 

（平成１３年３月策定） 
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５．要望経緯（最近の動向） 

春日和田山道路Ⅰの事業促進を要望する各団体の動きは、以下のとお

りです。 
 

名    称 会長 主な構成メンバー 

北近畿豊岡自動車道 
建設促進期成同盟会 

（昭和 62年 10 月設立） 

豊岡市長 豊岡市、養父市、青垣町、氷上町、春日

町、山南町、城崎町、竹野町、香住町、

日高町、出石町、但東町、村岡町、浜坂

町、美方町、温泉町、生野町、和田山町、

山東町、朝来町、篠山市、柏原町、市島

町 各首長及び議長 
平成 16 年 7 月  北近畿豊岡自動車道早期実現促進大会 

平成 16 年 7 月 国の関係機関に要望 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

H16.7.24 促進大会開催状況          H16.7.25 毎日新聞 

 

 名    称 会長 主な構成メンバー 
氷上郡北近畿豊岡自動車

道整備推進連絡協議会 
（平成元年 10月設立） 

氷上町長 青垣町、氷上町、春日町、各首長及び

議長 

平成 15 年 12 月 国の関係機関に要望 

平成 16 年 17 月 国の関係機関に要望 

平成 16 年 19 月 平成 16 年 11 月丹波市発足に伴い協議会を 

解散（今後は、新市において事業推進を図る） 
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名    称 会長 主な構成メンバー 
兵庫南東部国道連絡会 
（平成３年６月設立） 

西宮市長 神戸市、西宮市、 
春日町、氷上町、青垣町、 

ほか（１４市２１町） 

平成 16 年 7 月 総会を開催 
平成 16 年 8 月 国の関係機関に総会決議要望 

 
 

兵庫県 

 

平成 16 年 7 月  
兵庫県が国土交通省に対し「平成１７年度国の予算編成に対する

提案」で春日和田山道路Ⅰの事業促進を要望 
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事 業 の 整 備 効 果 
 

１．兵庫県北部の広域高速交通ネットワークの形成 

・地域交流圏の拡大（時間短縮） 

春日和田山道路の整備により、丹波市の北部を一本の自動車専用道

路で結び、近畿自動車道敦賀線、播但連絡道路などと連結し、広域高速

交通ネットワークを形成することにより、地域間及び京阪神への所要時

間が短縮され、地域交流圏の拡大が期待されます。 

（県庁¤豊岡：190分→150分） 

（県庁から120分圏域が拡大【１市３町】） 

 

【兵庫県庁からの 120 分圏】 

：現況の 120 分圏域 

：春日和田山道路整備時に

拡大される圏域 

◆兵庫県庁からの120分圏
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２．道路の機能分化による交通混雑の緩和・交通安全の確保 

春日和田山道路の整備により、自動車専用道路と幹線道路、生活道路

が効率的に利用され、道路の機能分化を図ることにより、地域の交通

事故の減少、交通混雑の緩和等、沿道の生活環境の改善が期待されま

す。また、平行する国道９号においても、一部交通が春日和田山道路

に転換されることで、福知山市内における主要渋滞ポイントの交通混

雑緩和も期待されます。 
春 

 

 
県

丹
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

（

 

道青垣柏原線 
春
(春

波市氷上付近の現況 

．丹波市但馬地域の産業・経済の活性化、生

１）産業、経済の活性 

丹波市・但馬地域には工業団地が点在し

地を中心とした地域産業の活性化を目指し

北近畿豊岡自動車道の整備により各工業

市への所要時間が10分～40分短縮され、

により工業団地への企業誘致の促進と、

れます。 

＜工業団地から神戸市・大阪市への所要
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日 IC～福知 IC～９号～和田山
約７５分 
日 IC～和田山 
日和田山道路利用)

約３５分
活利便性の向上 

ており、各市町で工業団

ています。 

団地から、神戸市・大阪

利便性が向上されること

就業機会の増大が期待さ

時間の変化＞ 



（２）物流の迅速化、観光地へのアクセス改善 

春日和田山道路は、丹波市・但馬地域と阪神地域を高速道路で結

ぶことで、全国一位の漁獲量を誇るズワイガニやハタハタの京阪

神方面への搬送時間を短縮し、鮮度の保持に貢献するとともに、

市場の拡大が期待されます。 

また豊富な観光資源（温泉地、スキー場、ゴルフ場、海水浴など）

を利用した観光客の増加も期待されます。 

香

２

◆春日和田山道路による地域連携の強化 

 

 

 
大

２
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住港→大阪中央卸売市場 
５０分（現況） 
→２１０分（春日和田山道路供用時） 
→１９０分（北近畿豊岡自動車道供用時）
阪市→城崎温泉 
１０分（現況） 
→１７０分（春日和田山道路供用時） 
→１５０分（北近畿豊岡自動車道供用時）



柏（３）．医療サービスの向上 

カ

約 13,000 人の

春日和田山道路Ⅰの

整備により丹波地域唯

一の第二次救急医療施

設である県立柏原病院

への搬送時間が短縮さ

れ、丹波市のほぼ全域が

柏原病院からの30分圏

に含れます。 

 

（４）災害時の代替路の確保 

平成１６年１０月２０日の台風２３

国道１７５号、国道４２７号、県道青

号において、通行止めなどの通行規制が

播磨地域の地域間の移動が寸断されま

春日和田山道路は、災害時の代替路
 

欠壊 

路肩崩壊 

崩土 

路肩崩壊 
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原病院からの３０分圏域 
バー人口 
増加

号上陸によって、丹波市内の

垣柏原線や福知山市の国道９

行われ、但馬地域と京阪神、

した。 

として機能します。 

崩土 

崩土・冠水 



（５）公共交通機関の利便性向上 

公共交通機関が脆弱な丹波市・但馬地域において、高速バスが春

日和田山道路を通行することより和田山～春日ＩＣの所用時間が

５０分から３０分に短縮されます。 

但馬地域から阪神、大阪方面へ向かう高速バスは、春日和田山道

路の整備によりIC付近にバス停ができ、利便性が大きく向上しま

す。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆バスルート

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2005 年 1月 1日  丹波新聞
和田山→春日ＩＣ
５０分→３０分 
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４．のじぎく兵庫国体の支援 

平成１８年９月に「のじぎく兵庫国体」が開催され、丹波市・但馬地

域においてもさまざまな公開競技が行われます。春日和田山道路Ⅰは、

京阪神との交通ネットワークを強化し、参加者、来場者の会場アクセ

スを支援します。 

 

のじぎく兵庫国体のマスコット

“はばタン” 

凡  例 

  ：国体で正式競技・公開競技の行われる市町
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費用便益費の算定（事業全体） 
 

路 線 名 一般国道４８３号 

事 業 名 春日和田山道路Ⅰ 

延 長 Ｌ＝２４．４ｋｍ 

 

□ 便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基 準 年 平成１６年 

基準年における 

現 在 価 値 
2,463 億円 140 億円 75 億円 2,680 億円 

・・・（Ｂ） 

 

□ 費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成１６年 

単 純 合 計 1,735 億円 292 億円 2,030 億円 

基準年におけ

る 

現 在 価 値 

1,853 億円 101 億円 1,950 億円 

・・・（Ｃ） 

 

□ 算定計算 

費用便益比（ＣＢＲ） 

        便益の現在価値の合計(B)     2,680 億円 

Ｂ／Ｃ ＝ ――――――――――――― ＝ ―――――――― 

       費用の現在価値の合計(C)     1,950 億円 

 

    ＝ １．４ 
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費用便益費の算定（残事業） 
 

路 線 名 一般国道４８３号 

事 業 名 春日和田山道路Ⅰ 

延 長 Ｌ＝２４．４ｋｍ 

 

□ 便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基 準 年 平成１６年 

基準年における 

現 在 価 値 
2,463 億円 140 億円 75 億円 2,680 億円 

・・・（Ｂ） 

 

□ 費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成１６年 

単 純 合 計 513 億円 292 億円 805 億円 

基準年におけ

る 

現 在 価 値 

413 億円 101 億円 514 億円 

・・・（Ｃ） 

 

□ 算定計算 

費用便益比（ＣＢＲ） 

        便益の現在価値の合計(B)     2,680 億円 

Ｂ／Ｃ ＝ ――――――――――――― ＝ ―――――――― 

       費用の現在価値の合計(C)       514 億円 

 

    ＝ ５．２ 
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コスト縮減や代替案立案等の可能性 
  

・本道路の計画にあたっては、地形、周辺の土地利用状況、幹線道路

等の接続、経済性等を勘案のうえルートを選定したものであり、用

地については９９％を既に買収済みであり、平成１８年の全線暫定

供用を目指し事業を進めていることから、引き続き現計画に基づき

事業を進めます。 

・なお、施工にあたっては、設計時における道路構造の工夫や新技術・

新工法を積極的に活用するなどコスト縮減に努めます。 
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対 応 方 針  
（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 

・北近畿豊岡自動車道は、鳥取豊岡宮津自動車道、播但連絡道路及

び近畿自動車道敦賀線と連絡し、兵庫県北部地域の広域高速交通

ネットワークを形成する重要な路線です。 

・その一部を構成する春日和田山道路Ⅰは、丹波市・但馬地域の産

業や経済の発展、交通混雑の緩和、交通安全の確保、沿線地域の

生活利便性の向上等に寄与する道路として、早期の供用が望まれ

ています。 

・残事業を進めることによる費用対効果は５．２となっており、事

業実施の必要性が高い事業と考えます。 

 

（２）事業の進捗の見込みの視点からの見解 

・既に用地取得も９９％完了し、平成１８年の兵庫国体までに全線

暫定供用を図るべく、順次工事を進めており、氷上ICから春日JCT･

IC（６.９㎞）については平成１７年４月、遠阪トンネル有料道路

から氷上 IC（１７．５ｋｍ）については平成１８年の供用を目指

し事業を進めています。 

 

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

・本道路の計画にあたっては、地形、周辺の土地利用状況、幹線道

路等の接続、経済性等を勘案のうえルートを選定したものであり、

用地については９９％を既に買収済みであり、平成１８年の全線

暫定供用を目指し事業を進めていることから、引き続き現計画に

基づき事業を進めます。 

・なお、施工にあたっては、設計時における道路構造の工夫や新技

術・新工法を積極的に活用するなどコスト縮減に努めます。 
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◇対応方針（原案） 

【事業継続】 

国道４８３号北近畿豊岡自動車道は、鳥取豊岡宮津自動車道、播

但連絡道路及び近畿自動車道敦賀線と連絡し、兵庫県北部地域の広

域高速交通ネットワークを形成する重要な道路です。 
その一部を形成する春日和田山道路Ⅰは、丹波市・但馬地域の産

業や経済の発展、交通混雑の緩和・交通安全の確保、沿道地域の生

活利便性の向上を図るため、事業促進が求められています。 
今後とも、引き続き事業を推進し平成１８年の全線暫定供用を目

指します。 
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事 業 名 

一般国道４８３号  高規格幹線道路春日和田山道路Ⅰ 事業種別  

起
自）兵庫県

がきちょう

至）兵庫県丹波市
たんばいち

春日
かすがち

長 
 

０．０㎞ 
終 点 

丹波市青垣町
たんばしあお

遠阪
とおざか

 
延

町
ょう

野村
のむら 供用済 

 

２４．４㎞

事 業 化 平成２年度 都市計画決定 － 
用 地 着 手 平成４年度 工 事 着 手 平成８年度    

事 
業 
の 
概 
要 

全体事業費 約１，８００億円 



事 
業 

の 
目 

4 豊 点 丹

延長約 70ｋｍの高規格幹線道路で、鳥取豊岡宮津自動車道、

畿自動車道敦賀線と接続し、兵庫県北部地域の広域高

交

通勤通学時の交通渋滞、交通

故など日常生活に深刻な影響を及ぼしています。また、幹線道路網の整

が遅れているため、地域経済の発展、地域の活性化、緊急医療ネットワ

クなどが課題となっています。 

春日和田山道路Ⅰは、北近畿豊岡自動車道の一部として兵庫県

波市青垣町
んばしあおがきちょう

から丹波市春日町
た ん ば し か す が ち ょ う

に計画された自動車専用道路で、近畿自動

道敦賀線に接続し、阪神都市圏、播磨地域等との広域ネットワークを形

し、交通混雑の緩和・交通安全の確保、産業・経済活動の発展を支援す

と共に生活利便性の向上と豊かな観光資源を生かした地域の活性化を図

ことを目的に計画された延長 24.4kmの一般国道の自動車専用道路です。

業 

的 

国道 83 号北近畿豊岡自動車道は、兵庫県 岡市を起 として兵庫県

波市に至る総

播但連絡道路及び近

速 通ネットワークを形成する路線です。 

兵庫県北部の丹波市・但馬地域は、公共交通機関が脆弱であるため、日

常生活は主に自動車を利用しており、朝夕の

事

備

ー

丹
た

車

成

る

る

 

事 業 名 一般国道４８３号春日和田山道路Ⅰ 事業種別 高規格幹線道路 
執行済み額 約 １１６０億円（進捗率 約６４％）  

 事業の進捗状況  

位置図



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事業の進捗 
 ・事業進捗率  ６４％（平成１５年度末現在） 
 ・用地取得率  ９９％（面積ベース、平成１５年度末現在） 
○地元調整等 

平成２年度に事業化し、平成４年度から用地着手しましたが、一部の地権者

の同意が得られず用地交渉が難航し、平成１６年１２月に土地収用法に基づく

裁決申請を行い、手続きを進めています。また、全線にわたる広範囲の埋蔵文

化財発掘調査を実施しながら事業を進めています。 

工事は平成８年度より着手し、供用を平成１８年秋の兵庫国体に合わせるべ

く、氷上 IC から春日 JCT･IC については平成１７年４月、遠阪トンネル有料道

路から氷上 IC については平成１８年の供用を目指して事業を進めています。 

 

供用目標等今後の事業の見通し  

 
 
 
 
事 
 
 
業 

進 

状 

・平成１７年４月に氷上ＩＣ～春日ＪＣＴ・ＩＣ間を供用予定 
・平成１８年度に遠阪トンネル有料道路から氷上 IC 間を供用予定 

 
 
の 
 
 

 
 
捗 
 
 

 
 
況 

事 業 名 一般国道４８３号春日和田山道路Ⅰ 事業種別 高規格幹線道路 



 客観的評

 
 
事 

業 

を 

巡 

る 

社 

会 

情 

勢 

等 

の 

変 

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価指標 
 

事  名 一般国道４８３号春日和田山道路Ⅰ 事業種別 高規格幹線道路 業

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保

● 現道等の年間渋滞損失時間及び削減率

□
現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が
期待される

□
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の
除却もしくは交通改善が期待される

■
現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在
する

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

■
第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上
が見込まれる

物流効率化の支
援

■
特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込
まれる

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

■
現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車
が通行できない区間を解消する

１．活力 都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

□
DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上す
る

□
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都
市においては100戸以上又は5ha以上)への連絡道路となる

国土・地域ネッ
トワークの構築

□ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づけ有り

□ 地域高規格道路の位置づけあり

■
当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成
する

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

個性ある地域の
形成

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

□ 特別立法に基づく事業である

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通
500人/日以上の全てに該当する区間において、自転車利用空間を整備す

の歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期

る、または、交通
形成する区間が新

化される

化５ヶ年計画に位置づけ有り

域及び重要伝統的建造物保
路において新たに無電柱化を達成する

のアクセス向上が見込まれる

２．暮らし 歩行者･自転車 自転車交通量が500台/日以上
のための生活空

□
量が

間の形成 ることにより、当該区間
待できる

□
交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがあ
バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を
たにバリアフリー

無電柱化による
美しい町並みの

□ 対象区間が電線類地中

□
存地区）の幹線道
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区

安全で安心でき
■ 三次医療施設へ

るくらしの確保



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
再評価実施時点における評価指標該当項目  

 
 

 

業

 

 
社 

勢 
 
等 

の 
 
変 
 
化

１．活力～円滑なモビリティの確保～ 

○並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

  ・並

  ・

対

・並

・当該事業により、CO

並

・

・当該事業により、NO

○並行

の SPM 排出量は約 5t／年である。 

  ・当該事業により、SPM の排出量は約 3t／年となり、約 39％削減される 

 

 
事

 
 

を 
 
巡 
 
る 

 
会 
 
情 
 

 

 ４．環境～地球環境の保全、生活環境の改善・保全～ 

○

○

  

  

  ・

行区間の渋滞損失時間は約 65.7 万人・時間／年である。 

当該事業により、渋滞損失時間は約 48.5 万人・時間／年となり、約 50％削減される。 

象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

行区間のCO2排出量は約 11,148t-c／年である。 

2の排出量は約 6,935t-c／年となり、約 38％削減される。 

行区間等における自動車からのNO2排出削減率 

並行区間のNO2排出量は約 110t／年である。 

の排出量は約 67t／年となり、約 39％削減される。 2

区間等における自動車からの SPM 排出削減率 

並行区間

事 業 名 一般国道４８３号春日和田山道路Ⅰ 事業種別 高規格幹線道路 

３．安全 安全な生活環境
の確保 □

現道等に死傷事故率が500件/億
て、交通量の減少、歩道の設置

台キ 間
又は 解

（当該区間が通学路である場合は

いて、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

□
へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立

化する集落を解消する

□

対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地
震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計
画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあ

回を強いられる区間の代替路

機能する（A'路線としての位置
づけがある場合）

替の必要のある老朽橋

□
現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消
する

□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

． 境 地球環境の保全
● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

生活環境の改

現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要

．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと

□
道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけ
られている

□
その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込
まれる

ロ以上である区
線形不良区間の

が存する場合におい
消等により、当該区間

の安全性の向上が期待できる

当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上

□
500台/12h以上）かつ歩行者交通量100人/日以上（当該区間が通学路である場
合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量500人/日以上の場
合にお

災害への備え 近隣市

り

■
緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂
線を形成する

□
並行する高速ネットワークの代替路線として

□
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架
梁における通行規制等が解消される

４ 環

善・保全
● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

□
請限度を下回ることが期待される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５
の関係

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている



事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等  事
業
を
巡
る
社
会

情
勢
等
の
変
化 

丹波市、但馬地域の自動車保有台数は、年々増加しており、自動車への

依存度が高い状況です。 
 

事
業
採
択
時
の
費
用
対
効

果
分
析
の
要
因
の
変
化 

○現在の費用便益費：Ｂ／Ｃ＝１．４（事業全体） 
○現在の費用便益費：Ｂ／Ｃ＝５．２（残事業） 
（基準年次：平成１６年度、検討年次４０年間で算出） 
 
 
 
 

コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案 

立
案
等
の
可
能
性 

本道路の計画にあたっては、地形、周辺の土地利用状況、幹線道路等の

接続、経済性等を勘案のうえルートを選定したものであり、用地について

は９９％を既に買収済みであり、平成１８年の全線暫定供用を目指し事業

を進めていることから、引き続き現計画に基づき事業を進めます。 

なお、施工にあたっては、設計時における道路構造の工夫や新技術・新

工法を積極的に活用するなどコスト縮減に努めます。 
 
 

地
方
公
共
団
体
の

意
見 

○ 北近畿豊岡自動車道建設促進期成同盟会 
○ 氷上郡北近畿豊岡自動車道整備促進連絡協議会 

・・・・・春日和田山道路Ⅰの事業促進を要望 
○ 兵庫県 

・・・・・春日和田山道路Ⅰの事業促進を要望 

対 

策 

方 

針 

（原案）事業継続 
国道４８３号北近畿豊岡自動車道は、鳥取豊岡宮津自動車道、播但連絡

道路及び近畿自動車道敦賀線と連絡し、兵庫県北部地域の広域高速交通ネ

ットワークを形成する重要な道路です。 

その一部を形成する春日和田山道路Ⅰは、道路の機能分化による交通混

雑の緩和・交通安全の確保、丹波市・但馬地域の産業・経済の活性化、生

活利便性の向上を図るため、事業促進が求められています。 

今後とも、引き続き事業を推進し平成１８年の全線暫定供用を目指しま

す。 
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